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生

産

性

の

総

本

山

の

専

門

紙

の

読

者

に

は

釈

迦

に

説

法

で

あ

ろ

う

が

、

資

源

生

産

性

と

は

労

働

生

産

性

を

は

じ

め

と

す

る

他

の

生

産

性

と

同

様

、

生

産

要

素

と

し

て

の

資

源

の

投

入

あ

た

り

の

産

出

を

現

す

概

念

ま

た

は

投

入

量

に

対

す

る

産

出

量

の

比

を

表

現

し

た

指

標

で

あ

る

。

一

方

、

Ｃ

ｉ

ｒ

ｃ

ｕ

ｌ

ａ

ｒ

　

Ｅ

ｃ

ｏ

ｎ

ｏ

ｍ

ｙ

（

以

下

Ｃ

Ｅ

と

略

記

）

は

、

直

訳

す

れ

ば

「

循

環

経

済

」

で

、

資

源

の

循

環

的

・

効

率

的

利

用

に

よ

っ

て

、

資

源

利

用

に

伴

う

環

境

へ

の

悪

影

響

を

低

減

さ

せ

つ

つ

経

済

生

産

を

維

持

・

発

展

さ

せ

る

概

念

で

あ

る

。

　

欧

州

で

は

、

し

ば

し

ば

Ｃ

Ｅ

は

Ｒ

ｅ

ｓ

ｏ

ｕ

ｒ

ｃ

ｅ

Ｅ

ｆ

ｆ

ｉ

ｃ

ｉ

ｅ

ｎ

ｃ

ｙ

（

資

源

効

率

（

性

）

）

と

い

う

語

と

と

も

に

使

わ

れ

、

こ

れ

ら

が

近

年

の

環

境

、

廃

棄

物

政

策

、

さ

ら

に

は

産

業

政

策

の

キ

ー

ワ

ー

ド

と

な

っ

て

い

る

。

「

循

環

」

経

済

と

い

う

語

か

ら

想

起

さ

れ

る

リ

サ

イ

ク

ル

は

、

Ｃ

Ｅ

の

重

要

な

手

段

の

一

つ

で

あ

る

が

、

Ｃ

Ｅ

は

、

シ

ェ

ア

リ

ン

グ

エ

コ

ノ

ミ

ー

へ

の

移

行

な

ど

生

産

・

消

費

の

パ

タ

ー

ン

の

転

換

を

含

む

広

い

概

念

で

あ

る

。

資

源

効

率

は

社

会

や

政

策

の

方

向

性

と

し

て

、

資

源

生

産

性

は

そ

の

進

展

を

測

る

指

標

と

し

て

位

置

づ

け

ら

れ

る

こ

と

が

多

い

。

■

豊

か

さ

と

資

源

消

費

の

デ

カ

ッ

プ

リ

ン

グ

　

従

来

型

の

経

済

で

は

、

生

産

量

の

増

大

に

比

例

し

て

資

源

消

費

量

や

付

随

す

る

環

境

へ

の

悪

影

響

も

増

大

し

が

ち

で

あ

っ

た

の

に

対

し

、

そ

れ

ら

の

関

係

性

を

「

切

り

離

す

」

必

要

性

を

提

唱

し

た

デ

カ

ッ

プ

リ

ン

グ

と

い

う

語

も

し

ば

し

ば

使

わ

れ

る

。

「

フ

ァ

ク

タ

ー

４

　

豊

か

さ

を

２

倍

に

、

資

源

消

費

を

半

分

に

」

の

提

唱

で

知

ら

れ

る

ド

イ

ツ

の

ワ

イ

ツ

ゼ

ッ

カ

ー

博

士

が

共

同

議

長

を

務

め

た

Ｕ

Ｎ

Ｅ

Ｐ

国

際

資

源

パ

ネ

ル

の

２

０

１

１

年

の

デ

カ

ッ

プ

リ

ン

グ

に

関

す

る

報

告

書

で

も

、

エ

ネ

ル

ギ

ー

生

産

性

、

労

働

生

産

性

と

の

対

比

も

含

め

、

資

源

生

産

性

が

〝

Ｄ

ｏ

ｉ

ｎ

ｇ

　

ｍ

ｏ

ｒ

ｅ

　

ｗ

ｉ

ｔ

ｈ

　

ｌ

ｅ

ｓ

ｓ

〟

と

い

う

キ

ャ

ッ

チ

コ

ピ

ー

と

と

も

に

中

心

的

な

概

念

に

据

え

ら

れ

て

い

る

。

■

世

界

の

潮

流

と

廃

棄

物

処

理

か

ら

Ｃ

Ｅ

へ

の

転

換

　

わ

が

国

で

は

２

０

０

３

年

に

策

定

さ

れ

た

循

環

型

社

会

形

成

推

進

基

本

計

画

の

第

１

次

計

画

に

お

い

て

、

既

に

資

源

生

産

性

の

指

標

と

数

値

目

標

が

取

り

入

れ

ら

れ

て

い

た

。

そ

の

翌

年

に

は

Ｇ

８

シ

ー

ア

イ

ラ

ン

ド

サ

ミ

ッ

ト

で

当

時

の

小

泉

総

理

が

３

Ｒ

イ

ニ

シ

ア

テ

ィ

ブ

を

提

唱

し

、

２

０

０

５

年

の

東

京

で

の

３

Ｒ

関

係

閣

僚

会

合

開

催

を

経

て

、

２

０

０

８

年

の

Ｇ

８

環

境

大

臣

会

合

で

は

「

Ｋ

ｏ

ｂ

ｅ

　

３

Ｒ

　

Ａ

ｃ

ｔ

ｉ

ｏ

ｎ

Ｐ

ｌ

ａ

ｎ

」

が

採

択

さ

れ

る

な

ど

、

日

本

が

国

際

的

な

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ

を

発

揮

し

て

い

た

。

　

但

し

、

わ

が

国

に

お

け

る

循

環

型

社

会

政

策

は

、

最

終

処

分

量

の

低

減

を

は

じ

め

と

す

る

廃

棄

物

処

理

政

策

側

の

視

点

が

強

か

っ

た

。

２

０

１

１

年

の

東

日

本

大

震

災

後

、

災

害

廃

棄

物

な

ど

国

内

問

題

へ

の

対

応

へ

の

注

力

と

国

際

的

な

プ

レ

ゼ

ン

ス

の

維

持

の

両

立

が

困

難

な

状

況

の

中

、

欧

州

は

Ｃ

Ｅ

を

明

確

に

打

ち

出

し

て

い

た

。

環

境

省

『

２

０

１

６

年

版

環

境

・

循

環

型

社

会

・

生

物

多

様

性

白

書

』

で

は

、

欧

州

で

新

た

な

取

り

組

み

が

進

展

す

る

一

方

で

国

内

的

に

は

資

源

生

産

性

目

標

の

達

成

が

困

難

に

な

る

状

況

に

触

れ

、

「

従

来

か

ら

循

環

型

社

会

を

提

唱

し

、

世

界

を

リ

ー

ド

し

て

き

た

我

が

国

と

し

て

は

、

こ

う

し

た

取

り

組

み

に

後

れ

を

取

る

こ

と

が

な

い

よ

う

に

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

」

と

述

べ

て

い

た

。

　

こ

の

２

０

１

６

年

は

日

本

が

Ｇ

７

議

長

国

で

あ

り

、

環

境

大

臣

会

合

で

は

、

資

源

効

率

性

・

３

Ｒ

を

中

心

概

念

に

据

え

た

富

山

物

質

循

環

フ

レ

ー

ム

ワ

ー

ク

が

採

択

さ

れ

た

。

国

際

資

源

パ

ネ

ル

か

ら

大

臣

会

合

に

提

出

さ

れ

た

報

告

書

で

は

、

前

年

の

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

、

パ

リ

協

定

と

呼

応

し

て

、

５

項

目

の

主

要

な

メ

ッ

セ

ー

ジ

の

第

１

で

、

資

源

効

率

の

向

上

が

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

達

成

に

重

要

で

あ

る

こ

と

、

第

２

で

、

気

候

変

動

の

目

標

達

成

に

は

、

資

源

効

率

性

の

向

上

が

不

可

欠

で

あ

る

こ

と

を

謳

っ

て

い

る

。

■

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

、

Ｃ

Ｎ

の

達

成

に

お

い

て

も

天

然

資

源

採

取

量

の

削

減

が

鍵

　

わ

が

国

も

２

０

５

０

年

カ

ー

ボ

ン

ニ

ュ

ー

ト

ラ

ル

（

Ｃ

Ｎ

）

を

宣

言

し

た

が

、

資

源

生

産

性

・

資

源

効

率

や

Ｃ

Ｅ

は

Ｃ

Ｎ

と

も

深

く

関

わ

っ

て

い

る

。

セ

メ

ン

ト

、

鉄

鋼

な

ど

の

建

設

資

材

を

は

じ

め

、

素

材

産

業

は

主

要

な

炭

素

排

出

源

の

一

つ

で

あ

る

。

Ｃ

Ｎ

の

達

成

の

た

め

に

許

容

さ

れ

る

炭

素

排

出

量

の

制

約

の

も

と

で

は

、

資

源

生

産

性

の

飛

躍

的

な

向

上

が

求

め

ら

れ

る

。

一

方

、

Ｃ

Ｎ

実

現

の

た

め

の

新

技

術

で

は

、

銅

や

稀

少

金

属

な

ど

の

重

要

鉱

物

の

需

要

が

増

加

す

る

こ

と

が

見

込

ま

れ

、

こ

れ

ら

の

鉱

物

の

効

率

的

・

循

環

的

利

用

が

急

務

と

な

る

。

　

資

源

生

産

性

の

指

標

と

し

て

、

日

本

の

循

環

基

本

計

画

で

は

直

接

資

源

投

入

量

（

Ｄ

Ｍ

Ｉ

）

あ

た

り

の

Ｇ

Ｄ

Ｐ

を

、

欧

州

統

計

局

（

Ｅ

Ｕ

Ｒ

Ｏ

Ｓ

Ｔ

Ａ

Ｔ

）

で

は

Ｄ

Ｍ

Ｉ

か

ら

輸

出

物

を

差

し

引

い

た

Ｄ

Ｍ

Ｃ

（

国

内

資

源

消

費

量

）

あ

た

り

の

Ｇ

Ｄ

Ｐ

を

指

標

と

し

て

き

た

。

欧

州

も

日

本

も

重

要

鉱

物

の

大

半

を

輸

入

に

頼

っ

て

お

り

、

精

鉱

な

ど

の

形

で

国

内

の

統

計

に

輸

入

量

と

し

て

計

上

さ

れ

る

量

に

比

べ

、

採

掘

国

で

の

天

然

資

源

の

採

取

量

は

は

る

か

に

大

き

い

。

資

源

は

そ

の

種

類

に

よ

っ

て

、

量

的

制

約

、

採

取

時

の

環

境

影

響

な

ど

、

多

様

な

側

面

か

ら

の

評

価

が

必

要

で

あ

る

が

、

天

然

資

源

の

採

取

量

に

換

算

し

た

マ

テ

リ

ア

ル

フ

ッ

ト

プ

リ

ン

ト

は

そ

の

近

似

値

と

し

て

、

資

源

生

産

性

指

標

の

分

母

に

よ

り

適

し

た

も

の

と

い

え

よ

う

。

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

の

タ

ー

ゲ

ッ

ト

８

・

４

と

�

・

２

の

指

標

に

も

取

り

入

れ

ら

れ

て

い

る

。

　

Ｄ

Ｍ

Ｉ

で

み

た

わ

が

国

の

資

源

生

産

性

は

、

社

会

の

成

熟

化

に

伴

っ

て

建

設

用

鉱

物

の

投

入

が

低

下

す

る

中

で

、

�

世

紀

初

頭

に

は

み

か

け

上

は

向

上

し

た

が

、

そ

の

後

の

改

善

は

鈍

化

し

て

お

り

、

さ

ら

に

一

次

資

源

量

あ

た

り

の

資

源

生

産

性

で

み

る

と

横

ば

い

傾

向

で

あ

る

。

脱

炭

素

化

に

向

け

、

近

年

で

は

Ｄ

Ｍ

Ｉ

の

４

割

近

く

を

占

め

る

に

至

っ

た

化

石

燃

料

の

消

費

が

減

る

一

方

、

Ｃ

Ｎ

技

術

の

大

量

導

入

は

マ

テ

リ

ア

ル

フ

ッ

ト

プ

リ

ン

ト

を

増

大

さ

せ

る

。

そ

れ

ゆ

え

、

Ｃ

Ｅ

の

旗

印

の

も

と

で

資

源

の

効

率

的

・

循

環

的

利

用

の

対

象

物

の

優

先

度

を

考

え

る

う

え

で

も

、

目

の

前

に

あ

る

資

源

、

物

質

の

量

で

は

な

く

、

マ

テ

リ

ア

ル

フ

ッ

ト

プ

リ

ン

ト

の

回

避

量

で

判

断

す

る

こ

と

が

重

要

で

あ

ろ

う

。


